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今
年
度
の
財
政
見
通
し
は
、
歳
入
の
根
幹
を
な
す
町
税
収
入

が
、
個
人
所
得
の
減
少
や
現
在
の
景
気
の
情
勢
を
考
慮
す
る
と
、

昨
年
度
当
初
予
算
計
上
額
を
さ
ら
に
下
回
る
厳
し
い
も
の
と
予
測

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も
、
国
の
三
位
一
体
改
革
の
中

で
地
方
歳
出
の
見
直
し
を
通
じ
て
交
付
税
総
額
が
大
幅
に
削
減
さ

れ
、
引
き
続
き
不
交
付
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
普
通
交
付
税
の
振
替
財
源
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
は
平
成

十
八
年
度
ま
で
三
年
間
の
延
長
措
置
が
と
ら
れ
ま
し
た
が
、
発
行

額
は
約
三
割
縮
減
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
税
源
移
譲
の
具
体
的
な
内
容
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
、

国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
、
縮
減
等
の
方
針
の
み
が
先
行
し
て
示

さ
れ
る
な
ど
、
歳
入
を
取
り
巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
面
で
は
、
扶
助
費
や
公
債
費
等
の
義
務
的
経
費
や

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
対
応
す
べ
き

諸
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
政
策
的
経
費
に
つ
い
て
も
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
行
財
政
環
境
の
も
と
、
国
や
県
の
予
算
編
成
や
行

財
政
制
度
の
動
向
と
町
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
限
ら

れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
町
民
生
活
に

十
分
に
配
慮
し
な
が
ら
、
福
祉
、
環
境
、
教
育
、
防
災
・
消
防
等

の
各
分
野
に
わ
た
り
、
今
年
度
に
実
施
す
べ
き
施
策
に
重
点
的
か

つ
効
率
的
に
配
分
し
、
町
民
生
活
に
深
く
関
わ
り
の
あ
る
喫
緊
な

課
題
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

（単位：千円）

伸率（％）比較増減前年度予算額本年度予算額会　計　名

５．２４８９，７００９，３２９，１００９，８１８，８００一 般 会 計

１２．１２７３，５７６２，２６８，９４７２，５４２，５２３国民健康保険

特　

別　

会　

計

△１．６△４２，９７５２，７６５，２９４２，７２２，３１９老人保健医療

６．２９２，４７４１，４８０，１５２１，５７２，６２６介 護 保 険

１０．０２０５，４４５２，０５７，９７０２，２６３，４１５下水道事業

６．２５２８，５２０８，５７２，３６３９，１００，８８３小 計

５．７１，０１８，２２０１７，９０１，４６３１８，９１９，６８３合 計

平成16年度

当　

初　

予　

算

　
　
　
　
　
　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
総
額

　
　
　
　
　
　

一
八
九
億
一
、
九
六
八
万
三
千
円

　

一
般
会
計
予
算
額
は
、
前
年
度
比
五
・
二

�
、
四
億
八
、
九
七
〇
万
円
増
の
九
八
億
一
、

八
八
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
う
ち
、
町
税
は
、
景
気
低
迷
等
に

よ
る
個
人
所
得
の
減
収
等
に
伴
い
、
前
年
度

比
二
・
四
�
減
の
五
五
億
四
、
一
〇
一
万
一

千
円
で
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
社
会
福
祉
費
負
担
金
、

児
童
福
祉
費
負
担
金
、社
会
福
祉
費
補
助
金
、

児
童
福
祉
費
補
助
金
、
清
掃
費
補
助
金
、
消

防
費
補
助
金
、
社
会
教
育
費
補
助
金
等
が
増

額
し
た
た
め
、
前
年
度
よ
り
一
、
九
三
四
万

九
千
円
の
増
額
で
す
。

　

県
支
出
金
は
、
市
町
村
振
興
補
助
金
、
市

町
村
地
震
防
災
対
策
補
助
金
、
港
湾
費
委
託

金
等
が
減
額
し
た
も
の
の
、
社
会
福
祉
費
負

担
金
、
児
童
福
祉
費
負
担
金
、
社
会
福
祉
費

一　

般　

会　

計
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町税�
55億4,101万1千円�
（56.4％）�

自主財源�
70億2,413万2千円�
（71.5％）�

その他�
　分担金及び負担金�
　4,350万6千円（0.4％）�
　財産収入　812万7千円（0.1％）�
　寄附金　8万円（0.0％）�
　繰越金　2億円（2.0％）�
　諸収入　3,234万3千円（0.3％）�

使用料及び手数料�
1億8,486万7千円（1.9％）�

繰入金�
10億1,419万8千円（10.3％）�

地方消費税交付金�
1億9,000万円（1.9％）�

地方特例交付金�
2億5,000万円（2.5％）�

地方交付税�
5,500万円（0.6％）�

県支出金�
4億3,197万5千円（4.4％）�

町債�
12億2,500万円（12.5％）�

その他�
　地方譲与税　1億2,100万円（1.2％）�
　利子割交付金　4,000万円（0.4％）�
　配当割交付金　1,400万円（0.1％）�
　株式等譲渡所得割交付金　800万円（0.1％）�
　ゴルフ場利用税交付金　3,500万円（0.4％）�
　自動車取得税交付金　8,500万円（0.9％）�
　交通安全対策特別交付金　650万円（0.1％）�

　　　依存財源�
27億9,466万8千円�
　（28.5％）�

総　額�
98億�

1,880万円�

国庫支出金�
3億3,319万3千円（3.4％）�

歳　入

歳　出

総務費�
13億3,367万円�
（13.6％）�

民生費�
16億1,561万2千円�

（16.5％）�

衛生費�
19億2,480万1千円�

（19.6％）�

農林水産業費�
3,274万9千円（0.3％）�

商工費�
1億2,181万4千円（1.2％）�

土木費�
18億9,316万8千円�

（19.3％）�

消防費�
5億9,465万5千円�

（6.1％）�

教育費�
9億6,339万4千円�

（9.8％）�

災害復旧費�
300万円（0.0％）�

公債費�
10億8,633万7千円�

（11.1％）�

予備費�
5,000万円（0.5％）�

　議会費�
　1億9,803万円�
　（2.0％）�

諸支出金�
157万円（0.0％）�

総　額�
98億�

1,880万円�

特　

集

補
助
金
、
児
童
福
祉
費
補
助
金
、
社
会
教
育

費
補
助
金
、
選
挙
費
委
託
金
等
の
増
額
に
よ

り
、
前
年
度
よ
り
三
、
三
一
七
万
一
千
円
の

増
額
で
す
。

　

歳
出
は
、
扶
助
費
が
前
年
度
比
三
八
・
二

�
増
の
五
億
八
、
二
九
九
万
七
千
円
と
な
っ

た
も
の
の
、
人
件
費
は
前
年
度
比
二
・
三
�

減
の
二
八
億
九
、
〇
八
六
万
円
に
、
物
件
費

は
前
年
度
比
一
・
〇
�
減
の
二
二
億
一
四
六

万
三
千
円
、
維
持
補
修
費
は
前
年
度
比
二

五
・
九
�
減
の
六
、
三
五
七
万
七
千
円
と
な

る
な
ど
、
経
常
経
費
等
の
節
減
抑
制
に
努
め

ま
し
た
。

一人あたりの総額
305,083円

高齢者・障害者（児）・�
児童・母子父子福祉に�
50,199円（16.5％）�

保健・医療・環境保全に�
59,806円（19.6％）�

観光・産業の振興に�
4,802円（1.6％）�

道路・公園・�
まちづくりに�
58,823円�
（19.3％）�

地域活動・行政の�
運営に�
82,948円（27.2％）�

学校・図書館・�
生涯学習に�
29,934円（9.8％）�

救急・防災等�
町民の安全生活に�
18,570円（6.1％）�
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1　『青い海と緑の丘のある美しいまち』づくり
●緑豊かな居住環境をつくる ４億７，１０５万８千円
　都市計画推進事業（３，１６７千円）、緑化事業（３，０３４千円）、一般
公園管理事業（２０，７１６千円）、公園等整備事業（２５，９６７千円）
●環境に配慮したまちをつくる ３２億５，６７１万２千円
　環境保全対策事業（１，５０６千円）、環境基本計画推進事業（６２８
千円）、鳥獣保護管理対策事業（２，２９８千円）、ごみ資源化・減
量化事業（４４，７２１千円）、ごみ収集事業（８４，５４５千円）、ごみ焼
却処理事業（１３７，３４９千円）、クリーンセンター維持管理運営事
業（１７０，６４２千円）、公害防止対策事業（１，５６５千円）

2　『文化をはぐくむうるおい、
ふれあいのまち』づくり

●資源を生かし地域の活性化を図る ２，１０５万８千円
　「くれ竹の郷葉山」推進事業（１３，６５８千円）、非核平和・国際
交流事業（２，８９１千円）、草津町親善交流事業（７３６千円）
●豊かな心を創造する ５億７，１３３万４千円
　公民館教室運営事業（４，６３８千円）、しおさい博物館教育活動
及び調査研究事業（２，８２９千円）、児童生徒就学援助事業（１６，２０８
千円）、�新 奉仕活動・体験活動推進事業（５６７千円）、長柄桜山
古墳群調査整備事業（２５，３４１千円）
●活力ある産業をつくる １億６０９万３千円
　生産者と消費者のふれあい事業（２４５千円）、畜産振興対策事
業（５６６千円）、観光施設維持管理事業（２５，４５８千円）、商工活
動等支援事業（１５，４１６千円）

3　『安全で安心して暮らせるまち』づくり
●うるおいのある生活と安心して子育てができるまちをつくる

２３億４，１３２万４千円
　福祉関係諸団体支援事業（６７，８１４千円）、在宅高齢者生活支援
事業（４２，７８５千円）、�新 障害者計画策定事業（４８８千円）、施設
訓練等支援事業（１４３，７０７千円）、小児医療助成事業（２９，８４６千
円）、�新 次世代育成支援対策推進事業（１，３８３千円）、児童手当
支給事業（１００，９００千円）、入所児童委託事業（１２３，１２４千円）
●いきいきと誰もが健康に暮らすことのできるまちをつくる

５４億１，３０５万７千円
　健康づくり事業（１，４９９千円）、成人保健事業（２，１３７千円）
●災害に強く安全なまちをつくる ２億３，２４６万１千円
　消防車両整備事業（４５，５００千円）、�新 民間木造住宅耐震診断及
び耐震補強工事助成事業（２，７７６千円）、小学校耐震整備事業
（８，６０２千円）

4　『住民が参加する自治のまち』づくり
●コミュニティをつくる １，８８７万８千円
　町民相談事業（１８，３８０千円）
●町民と行政の協力関係をつくる ２，２１６万７千円
　諸証明等宅配サービス事業（８５６千円）、町制施行８０周年記念
事業（２，０２８千円）
●効率的な行財政運営を図る ２億１，８６０万６千円
　戸籍業務電算化事業（２５，５７６千円）、電子自治体基盤整備事業
（７，２３７千円）、企画調整事業（６，１３２千円）

特　

別　

会　

計

主 要 施 策 の 概 要
�新は新規事業（職員給与費・一般事務費は除く）

　

特
別
会
計
（
四
会
計
）
の
合
計
は
、
九
一

億
八
八
万
三
千
円
で
、
前
年
比
六
・
二
�
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

国

民

健

康

保

険

　

予
算
額
は
前
年
比
十
二
・
一
�
増
の
二
五

億
四
、
二
五
二
万
三
千
円
で
す
。

　

歳
入
は
、
保
険
給
付
費
の
増
加
に
伴
う
療

養
給
付
費
等
交
付
金
が
二
八
・
四
�
増
の
五

億
一
、
五
七
〇
万
一
千
円
、
高
額
医
療
費
共

同
事
業
負
担
金
の
増
加
に
伴
う
県
支
出
金
が

四
一
七
・
一
�
増
の
一
、
五
二
六
万
四
千
円

で
す
。

　

歳
出
は
、
一
般
被
保
険
者
、
退
職
被
保
険

者
等
療
養
給
付
費
と
一
般
被
保
険
者
、
退
職

被
保
険
者
等
高
額
療
養
費
の
伸
び
に
よ
る
保

険
給
付
費
が
十
九
・
六
�
増
の
十
六
億
二
、

六
八
〇
万
六
千
円
と
な
る
も
の
の
老
人
医
療

対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
等
に
よ
る
保
険
者
拠

出
金
の
減
少
に
よ
り
老
人
保
健
拠
出
金
が

七
・
八
�
減
の
六
億
二
、
五
八
五
万
円
で
す
。

　

歳
出
の
内
訳
は
、
一
般
被
保
険
者
の
療
養

給
付
に
九
億
一
、九
六
〇
万
七
千
円
、退
職
被

保
険
者
の
療
養
給
付
に
四
億
九
、
九
五
六
万

六
千
円
、
一
般
被
保
険
者
の
緊
急
等
の
受
診

･
補
装
具
等
の
費
用
に
一
、
二
〇
一
万
六
千

円
、退
職
者
被
保
険
者
等
の
受
診
・
補
装
具
等

の
費
用
に
五
四
一
万
九
千
円
、
一
般
被
保
険

者
の
高
額
療
養
費
超
過
分
に
九
、
一
七
〇
万

八
千
円
、
退
職
被
保
険
者
等
の
高
額
療
養
費

超
過
分
に
五
、八
九
八
万
三
千
円
、
被
保
険

者
の
出
産
に
一
時
金
を
支
給
す
る
の
に
一
、

五
〇
〇
万
円
、
被
保
険
者
の
葬
祭
費
を
支
給

す
る
の
に
一
、
四
七
〇
万
円
、
老
人
保
健
医

療
費
に
充
て
る
老
人
保
健
医
療
費
拠
出
金
に

六
億
一
、
二
八
五
万
二
千
円
、
介
護
保
険
用

に
保
険
者
が
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金

へ
納
付
す
る
の
に
一
億
六
、
七
七
三
万
円
、

交
付
基
準
額
を
超
え
る
高
額
療
養
に
よ
る
財

政
運
営
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
の
高
額
医

療
費
共
同
事
業
医
療
費
拠
出
金
に
五
、
三
〇

五
万
七
千
円
、
三
五
歳
以
上
の
被
保
険
者
の

人
間
ド
ッ
ク
受
診
へ
の
一
部
助
成
に
六
九
〇

万
円
で
す
。
被
保
険
者
（
一
三
、
三
〇
〇
人
）

一
人
あ
た
り
約
十
九
万
一
千
円
に
な
り
ま

す
。老

人

保

健

医

療

　

予
算
額
は
、
前
年
比
一
・
六
�
減
の
二
七
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億
二
、
二
三
一
万
九
千
円
で
す
。

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
が
五
・
一
�
減
の

六
億
二
、
三
五
七
万
四
千
円
、
県
支
出
金
が

五
・
一
�
減
の
一
億
五
、
五
八
九
万
四
千
円

と
な
る
も
の
の
支
払
基
金
交
付
金
が
〇
・
四

�
増
の
十
七
億
七
、
三
八
四
万
七
千
円
で

す
。

　

歳
出
は
、
総
務
費
が
〇
・
八
�
増
の
一
、

〇
一
六
万
七
千
円
と
な
る
も
の
の
医
療
給
付

費
等
の
減
に
伴
い
医
療
諸
費
が
一
・
六
㌫
減

の
二
七
億
九
八
〇
万
一
千
円
で
す
。

　

歳
出
の
内
訳
は
、
老
人
医
療
受
給
者
の
療

養
費
の
保
険
医
療
機
関
へ
の
給
付
に
二
六
億

四
、
九
七
二
万
二
千
円
、
老
人
医
療
受
給
者

の
緊
急
等
の
受
診
・
補
装
具
等
の
費
用
に
四
、

五
四
四
万
円
、
医
療
費
の
審
査
・
支
払
に
関

す
る
費
用
に
一
、
四
六
三
万
九
千
円
で
す
。

受
給
者
の
見
込
み
と
し
て
は
、
昨
年
度
よ
り

一
一
六
人
減
の
四
、
六
四
八
人
で
す
。

介

護

保

険

　

予
算
額
は
、
前
年
比
六
・
二
�
増
の
十
五

億
七
、
二
六
二
万
六
千
円
で
す
。

　

歳
入
は
、
介
護
保
険
料
が
三
・
二
�
増
の

二
億
七
、
四
七
二
万
円
、
保
険
給
付
費
の
増

加
に
伴
う
国
庫
支
出
金
が
三
・
八
�
増
の
三

億
五
、
〇
四
五
万
八
千
円
、
同
じ
く
支
払
基

金
交
付
金
が
六
・
五
�
増
の
四
億
七
、
四
九

九
万
七
千
円
、
保
険
給
付
費
の
増
加
に
伴
う

介
護
給
付
費
負
担
金
の
増
に
よ
る
県
支
出
金

が
六
・
五
�
増
の
一
億
八
、
五
五
四
万
六
千

円
、
繰
入
金
が
十
二
・
四
�
増
の
二
億
八
、

〇
八
九
万
九
千
円
で
す
。

　

歳
出
の
総
務
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
比

二
・
七
�
増
の
八
、
三
一
〇
万
三
千
円
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
の
増
加
に
よ
り
保
険
給

付
費
が
六
・
五
�
増
の
十
四
億
八
、
四
四
八

万
七
千
円
で
す
。

　

歳
出
の
内
訳
は
、
認
定
審
査
会
で
被
保
険

者
の
審
査
判
定
に
要
す
る
経
費
に
五
三
一
万

六
千
円
、
要
介
護
認
定
の
申
請
に
伴
う
認
定

調
査
等
に
一
、
〇
三
四
万
一
千
円
、居
宅
介

護
の
サ
ー
ビ
ス
・
支
援
サ
ー
ビ
ス
計
画
等
・

福
祉
用
具
購
入
及
び
施
設
介
護
の
サ
ー
ビ
ス

に
十
四
億
七
、
四
〇
五
万
一
千
円
、
高
額
介

護
・
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
七
三
七
万
一
千
円
で

す
。下

水

道

事

業

　

予
算
額
は
、
前
年
比
十
・
〇
�
増
の
二
二

億
六
、
三
四
一
万
五
千
円
で
す
。

　

歳
入
は
、
供
用
開
始
区
域
の
拡
大
等
に
伴

う
下
水
道
使
用
料
の
増
に
よ
る
使
用
料
及
び

手
数
料
が
十
一
・
九
�
増
の
一
億
一
、
一
四

四
万
七
千
円
、
整
備
事
業
費
の
増
加
に
伴
い

国
庫
支
出
金
が
十
九
・
五
�
増
の
四
億
九
、

五
〇
〇
万
円
で
す
。

　

歳
出
は
、
整
備
事
業
費
の
増
加
に
伴
う
事

業
費
が
十
四
・
一
�
増
の
十
二
億
一
、
三
六

九
万
七
千
円
、
償
還
元
金
の
増
、
償
還
利
子

の
減
に
よ
る
公
債
費
が
六
・
九
�
増
の
七
億

八
、
九
〇
五
万
円
で
す
。

　

歳
出
の
内
訳
は
、
下
水
道
事
業
水
洗
化
普

及
の
た
め
の
啓
発
、
助
成
に
五
一
三
万
二
千

円
、
排
水
施
設
等
を
維
持
管
理
す
る
の
に

三
、
七
〇
八
万
六
千
円
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
・

ポ
ン
プ
場
等
の
管
理
運
営
に
一
億
五
、
七
九

八
万
一
千
円
、
下
水
道
の
整
備
に
十
一
億

六
、
九
七
六
万
七
千
円
で
す
。

国民健康保険特別会計�

歳入　歳出�
２５億４，２５２万�
３千円�

下水道事業特別会計�

歳入　歳出�
２２億６，３４１万�
５千円�

総務費�
５，５２０万６千円�
（２.２％）�

保険給付費�
１６億２，６８０万６千円�
（６４．０％）�

老人保健拠出金�
６億２，５８５万円�
（２４．６％）�

介護納付金�
１億６，７７３万円�
（６．６％）�

共同事業拠出金�
５，３０６万１千円�
（２．１％）�

保健事業費�
７４４万４千円�
（０．３％）�

予備費�
５１７万７千円�
（０．２％）�

その他�
１２４万９千円�

その他�
４８万円�

国民健康保険料�
１０億４，４７３万３千円�
（４１．１％）�

国庫支出金�
６億９，２４５万３千円�
（２７．２％）�

療養給付費等交付金�
５億１，５７０万１千円�
（２０．３％）�

県支出金�
１，５２６万４千円（０．６％）�

共同事業交付金�
２，３８７万７千円（０．９％）�

繰入金�
２億３，５０１万５千円�
（９．２％）�

繰越金�
１，５００万円�
（０．６％）�

老人保健医療特別会計�

歳入　歳出�
２７億２，２３１万�
９千円�

総務費�
１，０１６万７千円�
（０．４％）�医療諸費�

２７億９８０万１千円�
（９９．５％）�

その他�
２４万８千円�

予備費�
２１０万３千円�
（０．１％）�

支払基金交付金�
１７億７，３８４万７千円�
（６５．２％）�

国庫支出金�
６億２，３５７万４千円�
（２２．９％）�

県支出金�
１億５，５８９万４千円�
（５．７％）�

繰入金�
１億６，８００万円�
（６．２％）�

その他�
１００万４千円�

介護保険特別会計�

歳入　歳出�
１５億７，２６２万�
６千円�

総務費�
８，３１０万３千円�
（５．３％）�

保険給付費�
１４億８，４４８万７千円�
（９４．４％）�

財政安定化�
基金拠出金�
１４８万４千円�
（０．１％）�

保健福祉事業費�
１００万円�
（０．１％）�

予備費�
２００万円�
（０．１％）�

その他�
５５万２千円�

介護保険料�
２億７，４７２万円�
（１７．５％）�

国庫支出金�
３億５，０４５万８千円�
（２２．３％）�

支払基金交付金�
４億７，４９９万７千円�
（３０．２％）�

県支出金�
１億８，５５４万６千円�
（１１．８％）�

繰入金�
２億８，０８９万９千円�
（１７．９％）� 繰越金�

５００万円�
（０．３％）�

諸収入�
１００万４千円�
（０．１％）�

その他�
２千円�

総務費�
２億５，９０８万３千円�
（１１．４％）�

事業費�
１２億１，３６９万７千円�
（５３．６％）�

公債費�
７億８，９０５万円�
（３４．９％）�

使用料及び手数料�
１億１，１４４万７千円�
（４．９％）�

国庫支出金�
４億９，５００万円�
（２１．９％）�

県支出金�
２，３８６万６千円�
（１．１％）�

繰入金�
１１億３，６６０万円�
（５０．２％）�

繰越金�
７００万円（０．３％）�

町債�
４億８，９５０万円�
（２１．６％）�

その他�
２千円�

予備費�
１５８万５千円（０．１％）�


